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報告 3：藤田梨那（国士館大学） 

亡命期の郭沫若と日本雑誌社の関係 

 

 郭沫若は 1928 年から約十年間日本で亡命生活を送った。その間日々警察の監視を受け、

言論と発表の自由を失った。彼は古代社会研究、古代文字研究、身辺小説に力を注いだ。亡

命期間中、東京のいくつかの雑誌社は彼の作品と文章を発表している。「中央公论」「改造」

「大調和」「同仁」「満蒙」「日本評論」「歴史科学」「支那語」「中国文月報」「中国」「中国文

学」「現代中国文学」「自由」「飙風」等である。「歴史科学」「同仁」「日本評論」を例として、

郭沫若との関係を整理、分析することによって、日中関係が最も厳しく、最も混乱していた

時代に依然として冷静に軍部のファシズム政策に反対する知識人が存在し、郭沫若と密か

に交流を続けていたことが明らかになった。郭沫若の作品や論文を掲載した雑誌は文学、医

学、社会評論系と多分野に渡る。郭沫若の作品と古代史研究は日本の文学界や史学界に注目

されたことを物語っている。1930 年代白揚社の雑誌に見られる早川二郎、丁迪豪、佐野袈

裟美の郭沫若歴史研究に対する評価が分かれているが、しかし、このこと自体は、郭沫若の

歴史研究が日本の史学界に影響を及ぼし、歴史解釈に一石を投じたことをも物語っている

のではないか。 

 


